研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　高齢事務G庶務T　　職　種　事務員　　　　　　　氏　名　清水　靖子

	期　　間　　平成　22　年　11　月　18　日

	出張目的　ＨＯＳＰＥＸ　ｊａｐａｎ2010

	出 張 先　東京ビックサイト

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


考察

　　　　　　展示予定規模：200社

　　　　　　協賛　　　　：95団体

　これからの医療・福祉施設は、サービスの差別化に加えてトータルイメージによる差別化が求められています。施設のトータルイメージを構築することは地域社会への認知度アップやイメージアップにつながり、顧客を確保して更なるサービスの向上を可能にすると思います。そのためにも、施設・設備を管理するチームスタッフとして、常に最先端技術機器の情報収集、スキルアップ

のために展示会見学に参加致しました。

要旨

【リハケア特集】

（病院・施設に対するバリアフリー・ユニバーサルデザイン）

　本格的な高齢化社会への対応の為、平成18年施行された「バリアフリー新法」に基づき、公共施設では建築物の一定の新築・増築・用途変更の際に、建築主に基準への適合義務を課しています。特に病院や福祉施設ではバリアフリーへの早急な対応を求められています。
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（介護べット）

· 介護ベットまわりの事故の現状

· 近年、介護ベット関連の死亡・重傷事故が増えています。事故の多くは危険な部分があるかどうかの確認と正しい使い方によって未然に防ぐことができる。

· サイドレール関連事故⇒36件（2007年5月14日～2010年8月31日集計）

1. サイドレール内の隙間

2. サイドレールとサイドレールの隙間

3. サイドレールとボードの隙間

4. サイドレールとマットの隙間

5. ベット用グリップの固定レバー

　　

· 事故多発時間帯⇒13件（夜10時～朝8時）

身体や意識がはっきりしていない時間帯にトイレに行こうとして、ベットからの転落や移動中の転倒事故が多発。特に睡眠薬を服用している場合は身体状況が不安定になり転倒しやすい。

【院内感染】

（室内・施設内の安心と安全の空間対策）

1. 院内感染の要因は？

感染経路は多様化していますので一概には言えませんが、施設内より持ち込まれる場合と、施設での衛生管理上の要因が考えられる。

2. 施設外からの感染要因の侵入を防ぐには？

外来者全ての人が、玄関にて手洗いと手の消毒、衣服等の洗浄を行ってから施設に入ることが望ましい。

（手洗い関連）

· 手洗い装置

· 手指消毒器

· 消毒薬

（空調管理）

· 空調設備機器

· 空気清浄器

（洗浄・消毒システム）

· 洗浄機

· 滅菌器、器械洗浄器

· 乾燥機、機材乾燥機

· ベットバンウォッシャー

（リネン）

· 高温処理洗濯機、乾燥機

· 洗剤、薬剤

（設備）

· クーリンベンチ

· セーフティキャビネット

· クリーンルーム

· 医療ガス設備

（その他）

· 感染性廃棄物廃棄容器

· 職業感染防止製品

· ディスポーザブル製品

＜新型インフルエンザ対策＞

· 防護服関連

マスク、ゴーグル、フェイスシールド、エプロン、ガウン、シューカバー

· 医療機器関連

ポータブル人口呼吸器、簡易心電図モニタ、簡易陰圧装置、フィルターシステム

· 資材機器関連

簡易診療ベット、多目的テント、空気洗浄器、発電機、ストレッチャー
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